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研究評価システムについて

所長 石川 裕一

農業技術センターは 「三重の国づくり宣言」，

に掲げられています「生活者起点の県政」を農業

技術の振興という観点から また昨年示された 三， 「

重県科学技術振興ビジョン ，さらに昨年７月に」

国で制定された「食糧・農業・農村基本法」に沿

った試験研究課題に取組んでいます。

昨今は，国の試験研究機関および国立大学の独

立行政法人化といった大きな時代の変革のなか

で，当センターが取組んでいる研究内容が農業者

および一般県民の方のニーズに的確に応えたもの

なのかどうかが問われていますし，研究開発の成

果があったのかどうかの説明責任が求められてい

ます。

１１年度には研究課題の設定から研究成果の公

表・伝達の手段までの一連の流れを誰もが納得で

「 」きるような客観的な視点から 研究評価システム

。 ，を作成しました １２年度は本システムを試行し

細部の問題点を解決し，１３年度より本格的な運

用を開始する予定です。

本システムの特徴は，第三者による研究評価い

わゆる外部評価制度を導入していることで，研究

計画の段階から外部（農業者および一般県民）の

方の意見が反映され研究開発に参加できる仕組み

になっていることです。

このように研究評価を実施することにより，評

価の結果が課題の設定・変更，研究予算の配分に

反映されることになり，研究開発の効率化・活性

化が図れるようになります。

もちろん，評価も人間が行うものですから完全

無欠とはいえません。常に評価の改善・充実に努

め農業者および一般県民の方に対して開かれた研

究活動を効率的に取組んでまいりたいと思いま

す。本システムについての御質問・御意見をお待

ちしています。


